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モー ド同期 (modelocking):レーザー共振器内部の縦モー ド間の相関による.
(D能動 (active)モー ド同期 :音響光学効果を用いたモー ドロッカーで強制的にモー ド間相関を
作る.
②受動 (passive)モー ド同期 :可飽和吸収色素による
③自己 (self)モード同期 :レーザー媒質自身のカーレンズ効果を利用する.















普及型の自己モー ド同期 Tiサファイヤで得られる典型的なパルスは,パルス幅 100fsec,繰り返し




















































H,-一離 )l′2(ape-I- ･d" I-,(kp･pL,, (2.ll,
1つの電子格子相互作用は,Hoの中の結晶ポテンシャルⅤ(r)が格子の変位に伴って変動することを
通して入ってくる.r点付近の光学フオノンについて


































































































サブピコ秒龍城でのポンプ ･プローブ時間分解ラマン散乱は Kash,Tsang,Hvam ら【3.2】によ
ってGaAsの光学フォノンについて適用された.彼らは強いパルス光によってキャリアーを作った
直後のラマンスペクトルにおいて,LOフォノンの反ス トー クス線の強度が著しく増大している事











おこの量子井戸の構成物質のラマンスペクトルについては, GaAs :wL｡=36.7meV,AIGaAs (o















だけス トー クスシフトした振動数 (すなわちW2)へ流れ込むので,W2の光は増大し (ラマン利得)
wlの光は減少 (ラマン損失)する.
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講義ノート
励起 :ポンプ光CPMのパルスを増幅.1.97eV,100fsec,200LLJ,10Hz - ポンプ1.
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タンサファイア･レーザー (平均出力 250mW,パルス幅 100fTsec)を用い,このビームを,グレ
ーティングとスリットからなるフィルターステージに導きレー ザーのスペクトルの裾をカットする.



































反ス トー クス側の非対称の程度から電子温度が求められる.従ってこのラマン散乱はLバレー に居
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図3.16谷間揺らぎ (IVF)スペクトルの時間分解【3.9】 図3.17谷間揺らぎ (IVF)の時間変化【3.9】
ベクトル形状は, (e)定常励起の場合と完全に一致する.-115cm-1において評価したラマン散
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強い励起光で現れる 1500cm-1辺りの幅の広いスペクトルは,図 3.15(a)の波数ベクトル KA
における矢印で表したような共鳴ラマン散乱過程によるものである (価電子帯間 (インターバレン



























































入射光→ Vacuum図3.20SPE ≒ 加速 Oz 6 ki-ze2.ks.転fY
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上記の実験の特徴をよく再現している.自由励起子の局在化自体は,2.1eV あるいは 0.95eV の速
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光で励起したときの,可能な遷移は,hh-C,lh-C,so-Cの 3種類がある (図 4.7参照).過渡
吸収分光【4.91ではこれらの吸収の飽和を観測することになるが,一般に 3つの遷移が重なり合って
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a)± =2(車 ol2･,)±(a,三一d,12,,)2+4a,;(a,/2.,-a,･/2,) (A.8)
W｡>>wLOのときは, つ
a,.2=LV三十a･/1,-a,12･, or a,･/-,
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